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上記研究の製品開発への応用及び検証は、次の企業で実績を持っております。
NECデザイン／堀場製作所／ピクセラ／オムロンヘルスケア／島津製作所／大阪ガス
／ヤラカス館／日東電工／サンスター

製品開発　プロダクトデザイン　ユーザニーズ　観察　イノベーション　組織的発想手法

 ■研究の概要 

■見つけること

　ニーズ探索
　・観察
　・分析
　・ニーズモデル構築

　（参考事例）
　・オン・サイト・オブザベーション
　・プロトコル分析
　・ビデオ分析
　・ニーズの構造化

■見えるようにすること　
　プロダクト・コアのデザイン
　・視覚的思考によるアイデア生成
　・ユーザ経験の演出と組み立て　
　（参考事例）
　・メタファー開発
　・アフォーダンス環境の確認
　・ブレインストーミング
　・ユーザシナリオ開発
　・ラピッド・プロトタイピング
　・ユーザ・テスティング

 ■研究・技術のプロセス／研究事例

　デザイン学部門　デザイン系研究室ではデ
ザインの研究をシーズとして、経営上のデザイ
ン戦略課題、製品開発におけるデザイン開発お
よび宣伝・広報などのコミュニケーションデザイ
ンに関してのコンサルテーションやデザイン実
践の支援を行います。

 ■研究・技術のポテンシャル

櫛     勝彦  教授

　Needs to Design

　製品がユーザに提供できる質は、明白に意識
され、認識されている問題の解決だけではあり
ません。
　その製品がユーザの心の琴線に触れるため
には、ユーザの生活環境、時間的文脈を理解す
ること、そして、意識下に隠れたニーズを発見し、
製品の核としてデザインすることです。
　櫛研究室では、ニーズ発見とそれに引き続く
初期段階でのアイデア共有のための手法を研
究しています。そして、開発初期段階からの実践
的プロセスをサポートします。
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